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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】膝下の長さを膝上の長さよりも長く見せること
ができ、下半身全体のラインをより美しく見せることが
できる外装用パンツを提供する。
【解決手段】外装用パンツ１０において、前身頃１ａ，
１ｂ及び後身頃２ａ，２ｂの幅を、ワタリライン部２６
よりも下方では、膝線２９よりも１０ｍｍ～２０ｍｍ上
方で最も狭くした。外装用パンツ１０の着用時には、膝
が実際の位置よりも上方に位置しているように見える。
膝下の長さが膝上の長さよりも長く見えるため、脚線が
より美しく見える。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び前ぐり部を有する左右１対の前身
頃と、各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び後ぐり部を有する左右１対の
後身頃と、を含み、左右前身頃の各脇線部と左右後身頃の各脇線部とを縫合し、左右前身
頃の各股下部と左右後身頃の各股下部とを縫合するとともに、左右前身頃の各前ぐり部同
士を縫合し、左右後身頃の各後ぐり部同士を縫合して縫製される外装用パンツにおいて、
　前記後身頃は、ウエストライン部の幅がワタリライン部の略１／２であり、後ぐり部が
少なくともウエストライン部とワタリライン部との間の下側略１／２の範囲においてワタ
リライン部の股下部側端部からの上方への変位量に対する水平方向の変位量が徐々に減少
する曲線を含む前記前身頃の前ぐり部より長い線で構成され、ウエストライン部とワタリ
ライン部との間の上側略１／３の範囲において前記前身頃よりも狭くし、
　前記前身頃及び前記後身頃は、膝線部とウエストライン部との間で前記膝線部よりも幅
を狭くしたことを特徴とする外装用パンツ。
【請求項２】
　各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び前ぐり部を有する左右１対の前身
頃と、各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び後ぐり部を有する左右１対の
後身頃と、を含み、左右前身頃の各脇線部と左右後身頃の各脇線部とを縫合し、左右前身
頃の各股下部と左右後身頃の各股下部とを縫合するとともに、左右前身頃の各前ぐり部同
士を縫合し、左右後身頃の各後ぐり部同士を縫合して縫製される外装用パンツにおいて、
　前記後身頃は、ウエストライン部の幅がワタリライン部の最大幅の略１／２であり、後
ぐり部が少なくともウエストライン部とワタリライン部との間の下側略１／２の範囲にお
いてワタリライン部の股下部側端部近傍を原点とする近似２次曲線を含む前記前身頃の前
ぐり部より長い線で構成され、ウエストライン部とワタリライン部との間の上側略１／３
の範囲において前記前身頃よりも狭くし、
　前記前身頃及び前記後身頃は、膝線部とウエストライン部との間で前記膝線部よりも幅
を狭くしたことを特徴とする外装用パンツ。
【請求項３】
　各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び前ぐり部を有する左右１対の前身
頃と、各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び後ぐり部を有する左右１対の
後身頃と、を含み、左右前身頃の各脇線部と左右後身頃の各脇線部とを縫合し、左右前身
頃の各股下部と左右後身頃の各股下部とを縫合するとともに、左右前身頃の各前ぐり部同
士を縫合し、左右後身頃の各後ぐり部同士を縫合して縫製される外装用パンツにおいて、
　前記前身頃及び前記後身頃を高伸縮性素材によって構成し、前記後身頃は、ウエストラ
イン部の幅がワタリライン部の最大幅の略１／２であり、後ぐり部が少なくともウエスト
ライン部とワタリライン部との間の下側略１／２の範囲においてワタリライン部の股下部
側端部からの上方への変位量に対する水平方向の変位量が徐々に減少する曲線を含む前記
前身頃の前ぐり部より長い線で構成され、ウエストライン部とワタリライン部との間の上
側略１／３の範囲において前記前身頃よりも狭くし、
　前記前身頃及び前記後身頃は、膝線部とウエストライン部との間で前記膝線部よりも幅
を狭くしたことを特徴とする外装用パンツ。
【請求項４】
　各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び前ぐり部を有する左右１対の前身
頃と、各々が脇線部、股下部、ウエストライン部、裾部及び後ぐり部を有する左右１対の
後身頃と、を含み、左右前身頃の各脇線部と左右後身頃の各脇線部とを縫合し、左右前身
頃の各股下部と左右後身頃の各股下部とを縫合するとともに、左右前身頃の各前ぐり部同
士を縫合し、左右後身頃の各後ぐり部同士を縫合して縫製される外装用パンツにおいて、
　前記後身頃は、ウエストライン部の幅がワタリライン部の最大幅の略１／２であり、後
ぐり部が少なくともウエストライン部とワタリライン部との間の下側略１／２の範囲にお
いてワタリライン部の股下部側端部からの上方への変位量に対する水平方向の変位量が徐
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々に減少する曲線を含む前記前身頃の前ぐり部より長い線で構成され、ウエストライン部
とワタリライン部との間の上側略１／３の範囲において前記前身頃よりも狭くし、
　前記前身頃及び前記後身頃は、膝線部とウエストライン部との間で前記膝線部よりも幅
を狭くされているとともに、
　前記前身頃及び後身頃のウエストライン部に幅１５ｍｍ～２０ｍｍのゴムを装着したこ
とを特徴とする外装用パンツ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、左右１対の前身頃及び後身頃のそれぞれを適所において縫合して縫製され
、下半身に着用される外装用パンツに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上部のウエストライン部から内部に対して足先、脚部及び臀部を順に挿入して下半身に
着用する外装用パンツでは、臀部が通過したウエストライン部を腰周りに密着させること
によって脱落が防止される。このため、外装用パンツのなかには、ウエストライン部に上
端から下方に向けて所定の長さの切り込みを形成し、この切り込みにファスナ及びホック
又は止めボタン等の開閉部材を設けたものがある。
【０００３】
　このような外装用パンツは、開閉部材の操作によって切り込みを開放した状態で、一般
に腰部よりも太い臀部をウエストライン部に通過させた後、切り込みを閉鎖することによ
ってウエストライン部を腰回りにフィットさせて着用される。また、腰部とウエストライ
ン部の周長との多少の誤差は、着用後の外装用パンツのウエストライン部に巻回したベル
トによって解消される。
【０００４】
　ところが、ウエストライン部に開閉部材を取り付けると外装用パンツのコストの上昇を
招く。また、開閉部材やベルトの使用は、着用時に煩雑な操作を強いることになる。さら
に、ウエストライン部の周長が殆ど変化しないため、身体の移動や食事等による腹部の周
長の変化に十分に対応できず、身体の動きが制限されたり、腹部に圧迫感を与える。
【０００５】
　このため、従来の外装用パンツには、ウエストライン部の全周に環状のゴムを装着して
伸縮性を与えることにより、開閉部材やベルトを使用することなく腰部にフィットするよ
うにし、コストの上昇や着用時の操作の煩雑化を防止できるとともに、身体の移動や腹部
の周長の変化に十分に対応できるようにしたものがある。このように環状のゴムの弾性力
によって腰部にフィットさせるようにしたウエストライン部には、全周にわたって縦皺が
発生し、外観に煩雑な印象を与え、高級感に欠け、高年齢者向けの室内着のイメージが強
くなる。このため、従来の外装用パンツでは、ウエストライン部に全周にわたって又は部
分的にダーツやタックを形成することにより、ゴムの装着によるウエストライン部におけ
る縦皺の発生を抑制している。
【０００６】
　しかし、ダーツやタックによっては環状のゴムの弾性力による縦皺の発生を完全に防止
することはできず、ウエストライン部における外観の煩雑な印象を払拭することはできな
い。また、ウエストライン部にダーツやタックを形成することとすると、製造工程が煩雑
化してコストの上昇を招く。さらに、身体の移動や腹部の周長の変化によってウエストラ
イン部だけが伸縮すると、腹部や臀部におけるフィット性が維持されず、下半身全体のラ
インを美しく見せることができなくなる。
【０００７】
　そこで、ウエストライン部に切り込み、ダーツ又はタックを設けることなく縦皺の発生
をより確実に防止し、身体の動きを制限したり腹部に圧迫感を与えることのないようにし
た上で、腹部や臀部におけるフィット性を維持して、下半身全体のラインを美しく見せる
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ことができ、高級感を醸しだすことができるとともに、製造工程を簡略化してコストダウ
ンを実現できる外装用パンツを提案した（特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平０６－２１５８８９号公報
【特許文献２】実登３０９２２７２号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、外装用パンツでは、下半身全体のラインをより美しく見せることへの要請が強
い。
【０００９】
　この考案の目的は、ワタリラインよりも下側の部分における最も細い部分を膝線よりも
上方に位置させることで、膝下の長さを膝上の長さよりも長く見せることができ、下半身
全体のラインをより美しく見せることができる外装用パンツを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この考案は、上記の課題を解決するための手段として、　各々が脇線部、股下部、ウエ
ストライン部、裾部及び前ぐり部を有する左右１対の前身頃と、各々が脇線部、股下部、
ウエストライン部、裾部及び後ぐり部を有する左右１対の後身頃と、を含み、左右前身頃
の各脇線部と左右後身頃の各脇線部とを縫合し、左右前身頃の各股下部と左右後身頃の各
股下部とを縫合するとともに、左右前身頃の各前ぐり部同士を縫合し、左右後身頃の各後
ぐり部同士を縫合して縫製される外装用パンツにおいて、
　前記後身頃は、ウエストライン部の幅がワタリライン部の略１／２であり、後ぐり部が
少なくともウエストライン部とワタリライン部との間の下側略１／２の範囲においてワタ
リライン部の股下部側端部からの上方への変位量に対する水平方向の変位量が徐々に減少
する曲線を含む前記前身頃の前ぐり部より長い線で構成され、ウエストライン部とワタリ
ライン部との間の上側略１／３の範囲において前記前身頃よりも狭くし、
　前記前身頃及び前記後身頃は、膝線部とウエストライン部との間で前記膝線部よりも幅
を狭くしたことを特徴とする。
【００１１】
　この構成においては、ワタリラインよりも下側の部分における最も細い部分が膝線より
も上方に位置するため、着用時には膝が実際よりも上方に位置しているように見える。膝
上よりも膝下が長い場合、膝下よりも膝上が長い場合よりも、脚線が美しく見える。した
がって、膝が実際よりも上方に位置しているように見えることで、膝上よりも膝下が長く
見え、脚線がより美しく見える。
【考案の効果】
【００１２】
　この考案によれば、着用時に膝が実際よりも上方に位置しているように見えるようにす
ることができ、膝上よりも膝下が長く見えることで脚線が美しく見え、下半身全体のライ
ンをより美しく見せることができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は、この考案の実施形態に係る外装用パンツの外観図である。また、図２は、同外
装用パンツの右前身頃及び右後身頃の形状を示す図である。図１に示すように、この考案
の実施形態に係る外装用パンツ１０は、丸編又は経編等の伸縮性に富んだ繊維を素材とす
る１対の前身頃１ａ，１ｂ及び後身頃２ａ，２ｂから縫製される。
【００１４】
　外装用パンツ１０の右前身頃１ａは、図２（Ａ）に示すように、脇線部１１、股下部１
２、ウエストライン部１３、裾部１４及び前ぐり部１５によって構成されている。左前身
頃１ｂは、右前身頃１ａと対称に形成される。
【００１５】
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　一方、外装用パンツ１０の右後身頃２ａは、図２（Ｂ）に示すように、脇線部２１、股
下部２２、ウエストライン部２３、裾部２４及び後ぐり部２５によって構成されている。
左後身頃２ｂは、右後身頃２ａと対称に形成される。
【００１６】
　右前身頃１ａの脇線部１１及び股下部１２の各々は、右後身頃２ａの脇線部２１及び股
下部２２の各々と縫合される。また、右前身頃１ａの前ぐり部１５は左前身頃１ｂの前ぐ
り部１５と縫合され、右後身頃２ａの後ぐり部２５は左後身頃２ｂの後ぐり部２５と縫合
される。
【００１７】
　上記外装用パンツ１０は、前身頃１ａ，１ｂにおいては従来の外装用パンツの形状と大
きく変わるところはないが、後身頃２ａ，２ｂにおける股上部分２７に従来の外装用パン
ツとは全く異なる形状的特徴を備えている。以下に、上記外装用パンツ１０の右後身頃２
ａの股上部分２７の形状的特徴について説明する。
【００１８】
　図２（Ｂ）に示す右後身頃２ａは、（１）ウエストライン部２３の幅をワタリライン部
２６の幅の略１／２である４５％～５５％とした点、（２）後ぐり部２５を、少なくとも
ウエストライン部２３とワタリライン部２６との間の下側略１／２の範囲であるワタリラ
イン部２６より上の２５ｍｍ～１７５ｍｍの範囲においてワタリライン部２６の股下部２
２側端部近傍からの上方への変位量に対する水平方向の変位量が徐々に減少する２次曲線
に近似した曲線を含み、前身頃１ａの前ぐり部１５に対して１．２２～１．２５倍の長さ
の線で構成した点、（３）ウエストライン部２３とワタリライン部２６との間の上側略１
／３（３０％～３８％）の範囲であるウエストライン部２３から下方９５ｍｍ～１０５ｍ
ｍまでの範囲において前身頃１ａよりも狭くした点、（４）膝線２９よりも１０ｍｍ～２
０ｍｍ上方で最も狭くした点を特徴としている。これらの特徴は、左後身頃についても共
通している。また、（４）の特徴は、前身頃においても共通している。
【００１９】
　上記（１）の特徴について、上記外装用パンツ１０の後身頃２ａ，２ｂのウエストライ
ン部２３は、一般にワタリライン部２６の幅の７５％以上とされる従来の外装用パンツの
ウエストライン部に比べて、極めて短くされている。
【００２０】
　上記（２）の特徴について、ワタリライン部２６の股下部２２側端部を原点とし、ワタ
リライン部２３及びこれに直交する線をそれぞれＸ軸及びＹ軸として、後ぐり部２５の座
標の実測値を図３に示す。但し、Ｘ軸上において原点から左方向に正の値をとり、Ｙ軸上
において原点から上方向に正の値をとっている。
【００２１】
　図３に示すように、Ｓ，Ｍ，Ｌ，ＬＬ，ＬＬＬのいずれのサイズにおいても、後ぐり部
２５は全体として、原点から上方に遠ざかるにしたがって徐々に左方向への変位量が減少
する形状にされている。特に、後ぐり部２５の形状は、ワタリライン部２３より上の２５
ｍｍ～１７５ｍｍの範囲において、Ｓ，Ｍ，Ｌ，ＬＬ，ＬＬＬの各サイズについて、
　Ｙ＝０．２８６７Ｘ2 －２．２９８５Ｘ＋６．２５０９　・・・式１
　Ｙ＝０．２１７１Ｘ2 －１．４７３５Ｘ＋３．８７４　　・・・式２
　Ｙ＝０．２３５５Ｘ2 －１．８８９９Ｘ＋５．５３５３　・・・式３
　Ｙ＝０．３７５７Ｘ2 －４．４０３７Ｘ＋１５．３９２　・・・式４
　Ｙ＝０．４０２２Ｘ2 －４．９７０５Ｘ＋１７．８６２　・・・式５
上記式１～５の各２次曲線で近似される。この点で、上記外装用パンツ１０の後身頃２ａ
，２ｂの後ぐり部２５は、上側が脇線部２１側に接近する状態で全体的に傾斜しており、
一般に略水平線と略垂直線とを部分円弧で結んで構成された殆ど傾斜していない従来の外
装用パンツの後ぐり部と著しく相違している。
【００２２】
　また、上記外装用パンツ１０の後身頃２ａ，２ｂの後ぐり部２５は、前ぐり部１５に比
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較して１．２２～１．２５倍の長さにされている点でも、前ぐり部と略同一の長さにされ
ている従来の外装用パンツの後ぐり部と相違している。
【００２３】
　上記（３）の特徴について、上記外装用パンツ１０の後身頃２ａ，２ｂの股上部分２７
は、一般に上下方向の全範囲にわたって前身頃よりも幅広くされている従来の外装用パン
ツの後身頃の股上部分と著しく相違している。
【００２４】
　上記（４）の特徴について、膝線２９は、着用時に後身頃２ａ，２ｂにおける膕に対向
する部分であり、前身頃１ａ，１ｂに延長した部分を含む。前身頃１ａ，１ｂ及び後身頃
２ａ，２ｂの幅は、ワタリライン部２６より下方では、膝線２９よりも１０ｍｍ～２０ｍ
ｍ上方の位置３０で最も狭くされている。なお、膝線２９及び位置３０は、外装用パンツ
１０には存在しない仮想の線である。
【００２５】
　上記（１）～（３）の特徴により、後身頃２ａ，２ｂの股上部分２７は、ウエストライ
ン部２３を十分に短く、かつ、腰部にフィットする下に凸なる部分円弧によって構成しつ
つ、腰部及び臀部を収納するために必要な容量を確保できる形状にされ、伸縮性の高い素
材を用いてウエストライン部１３，２３から切り込み、ダーツ又はタックを排除した外装
用パンツ１０に最適な形状にされる。これによって、上記後身頃２ａ，２ｂを用いた外装
用パンツ１０は、ウエストライン部１３，１３に切り込み、ダーツ又はタックを設けるこ
となく、素材の伸縮性を十分に活用して、身体の動きを制限したり腹部に圧迫感を与えこ
とのないようにした上で、腹部や臀部におけるフィット性を維持することができる。この
ため、製造工程の簡略化によるコストダウンを実現しつつ、ウエストライン部における縦
皺の発生をより確実に防止して下半身全体のラインを美しく見せることができ、高級感を
醸しだすことができる。
【００２６】
　また、上記（４）の特徴により、ワタリライン部２６より下方では、最も幅の細い部分
が実際の膝よりも上方に位置し、膝下が膝上よりも長く見える。これによって、脚線をよ
り美しく見せることができる。
【００２７】
　なお、ウエストライン部１３，２３に幅１５ｍｍ～２０ｍｍ程度の環状のゴムを装着し
、素材の伸縮性を補完するようにしてもよい。この場合に、装着するゴムの周長及び弾性
力は、ウエストライン部１３，２３に縦皺を発生させない程度にする。
【００２８】
　また、裾部１４，２４の幅は、スリムタイプ、ストレートタイプ又はふれあタイプ等の
任意の形状とすることができる。
【００２９】
　さらに、サイズ分けもＳ，Ｍ，Ｌ，ＬＬ，ＬＬＬに限るものではなく、例えば、フリー
サイズ（Ｍ～Ｌ）とＬＬとの２種類としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この考案の実施形態に係る外装用パンツの外観図である。
【図２】同外装用パンツの右前身頃及び右後身頃の形状を示す図である。
【図３】同外装用パンツの右後身頃の形状の実測値を示す図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１ａ，１ｂ－前身頃
　２ａ，２ｂ－後身頃
　１０－外装用パンツ
　１１，２１－脇線部
　１２，２２－股下部
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　１３，２３－ウエストライン部
　１４，２４－裾部
　１５－前ぐり部
　２５－後ぐり部
　２６－ワタリライン部
　２７－股上部
　２９－膝線

【図１】 【図２】
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【図３】
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